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─────────────────────────────────────────────────── 

平成15年 第７回 12月（定例）中 間 市 議 会 会 議 録（第３日） 

                           平成15年12月２日（火曜日） 

─────────────────────────────────────────────────── 

議事日程（第３号） 

                       平成15年12月２日  午前10時00分開議 

 日程第 １ 第４７号議案 平成１５年度中間市一般会計補正予算（第８号） 

 日程第 ２ 第４８号議案 平成１５年度中間市特別会計国民健康保険事業補正予算

（第４号） 

 日程第 ３ 第４９号議案 平成１５年度中間市公共下水道事業特別会計補正予算（第

３号） 

 日程第 ４ 第５０号議案 平成１５年度中間市介護保険事業特別会計補正予算（第

３号） 

（日程第１～第４ 質疑・委員会付託） 

 日程第 ５ 第５２号議案 公益法人等への職員の派遣等に関する条例等の一部を改正

する条例 

 日程第 ６ 第５３号議案 中間市特別職職員の給与等に関する条例の一部を改正する

条例 

 日程第 ７ 第５５号議案 中間市市立保育所設置条例の一部を改正する条例 

（日程第５～第７ 質疑・討論・採決） 

 日程第 ８ 第５１号議案 中間市情報公開条例の一部を改正する条例 

 日程第 ９ 第５４号議案 中間市職員退職手当支給条例の一部を改正する条例 

 日程第１０ 第５６号議案 中間市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 日程第１１ 第５７号議案 中間市働く婦人の家設置及び管理に関する条例等の一部を

改正する条例 

（日程第８～第１１ 質疑・委員会付託） 

 日程第１２ 第６０号議案 中間市人権のまちづくりセンター設置及び管理に関する条

例 

 日程第１３ 第６１号議案 中間市生涯学習センター条例 

（日程第１２～第１３ 質疑・委員会付託） 

 日程第１４ 第５８号議案 中間市道路線の認定について 

 日程第１５ 第５９号議案 中間市道路線の変更について 

（日程第１４～第１５ 質疑・委員会付託） 

 日程第１６ 第６３号議案 北九州市・中間市合併協議会に関する協議について 
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（日程第１６ 提案理由説明・質疑・委員会付託） 

 日程第１７ 第６２号議案 中間市が北九州市と合併することについて市民の意思を問

う住民投票条例 

（日程第１７ 提案理由説明・質疑・委員会付託） 

 日程第１８ 請願第３号 中間市の合併問題を慎重に取り扱うよう求める請願 

（日程第１８ 趣旨説明・質疑・委員会付託） 

 日程第１９ 請願第４号 国民健康保険税引き上げの中止を求める請願 

（日程第１９ 趣旨説明・質疑・委員会付託） 

 日程第２０ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────── 
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午前10時00分開議 

○議長（杉原 茂雄君）   

 おはようございます。会議に入ります前にお知らせを申し上げます。本日、報道関係の

ＮＨＫ、ＫＢＣ、ＦＢＳの３社が報道取材のために撮影等のために議場の中に設置をされ

ております。これは、私の方で許可をいたしておりますので、ご了承をお願いいたします。 

 それでは、ただいままでの出席議員は２１名で定足数に達しておりますので、これより

会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付しておりますので、ご了承をお願いいたします。 

 なお、本日の議案等の朗読は省略したいと思いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．第４７号議案 

日程第２．第４８号議案 

日程第３．第４９号議案 

日程第４．第５０号議案 

○議長（杉原 茂雄君）   

 これより日程第１、第４７号議案から日程第４、第５０号議案までの平成１５年度補正

予算４件を一括議題といたします。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。中家多恵子さん。 

○議員（１番 中家多恵子君）   

 ４７号議案の１５年度中間市一般会計補正予算で、私当該の委員会にいませんのでお尋

ねいたしますが、８款の土木費で道路新設改良費、補正前が２億１,８００万、そして今

回減額が６,２００万っていうことになっておりますが、この理由について説明していた

だきたいと思います。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 大島市長。 

○市長（大島 忠義君）   

 担当部の方からご説明をさせていただきます。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 枦野管理課長。 

○管理課長（枦野 広行君）   

 お答えいたします。 

 補正前の額が２億１,８２１万１,０００円に６,２２４万２,０００円の減額補正でござ

いますが、節でちょっと主なものを申し上げます。１３節委託料の４,４３９万７,０００円

の減額でございますが、これは新日鉄に委託しておりました東中間深坂線送水管布設委託

料の確定に伴う減額補正でございます。１７節の公有財産購入費２１３万５,０００円の



- 106 - 

増額は、これは五反田１号線道路拡幅に伴う用地購入費でございます。最後に、１９節負

担金補助及び交付金２,０００万円の減額となっておりますが、これは県道中間水巻線及

び中間宮田線改良工事負担金の不用に伴う減額補正でございます。 

 以上でございます。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 中家多恵子さん。 

○議員（１番 中家多恵子君）   

 今、説明を受けましたけれども、その東中間深坂線送水管布設委託料が減額として

４,２１３万４,０００円ですが、これは確定したっていうことですが、委託料そのものは

どうだったんですか、それでは。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 枦野管理課長。 

○管理課長（枦野 広行君）   

 これは、平成１３年度予算に債務負担行為補正で計上しておりました。その当時は２億

５,０００万円を計上いたしておりました。そこで、今回工事費が完全に確定したっちゅ

うことで減額補正を行っております。 

 以上でございます。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 質疑なしと認めます。 

 ただいま議題となっております補正予算４件は、会議規則第３７条第１項の規定により、

それぞれ所管の各常任委員会に付託をいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．第５２号議案 

日程第６．第５３号議案 

日程第７．第５５号議案 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第５、第５２号議案から日程第７、第５５号議案までの条例改正３件を一括

して議題といたします。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 質疑なしと認めます。 
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 お諮りいたします。ただいま議題となっております条例改正３件は、委員会の付託を省

略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ご異議なしと認め、委員会の付託を省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。青木孝子さん。 

○議員（６番 青木 孝子君）   

 第５５号議案中間市市立保育所設置条例の一部を改正する条例について、日本共産党議

員団を代表いたしまして反対討論をいたします。 

 この条例は、ことし３月議会に保育所新設事業に要する経費として工事請負費３億

８,０００万円を計上し、工事を着工している新設市立保育所の名称及び位置に関する条

例改定です。新設保育所は、現在あるこすもす保育園、定員１１０名、ひまわり保育園、

定員１５０名の二つの市立保育所を統合し、定員１２０名の保育所を新設するというもの

です。定員につきましては、その後１５０名になっております。 

 市長は、新年度予算の提案説明の中で「市税や交付税の大幅な減収が見込まれ、今後は

緊急財政健全化推進委員会が策定した財政再建計画に基づき難局を打破していく」と言っ

ていました。しかし、十分利用できるひまわり保育園の建物があるにもかかわらず、新設

保育所の建設工事を提案し、既に着工しております。 

 日本共産党市議団は、財政が厳しいと言いながら多額の経費をかける保育所建設ではな

く、国保税や介護保険料の引き下げ、また低所得者への減免制度を実施することを求めて

きました。 

 条例提案説明では、今の社会情勢の中で共働き支援や子育て支援の充実、多機能化を図

らねばならないとして、障害児保育や延長保育、子育て支援センターなどを新設保育所内

に設置するとありましたが、これらは、現在ある保育所でも十分可能な保育事業です。ま

た、定員は２６０名から１５０名に縮小しており、次世代子育て支援策に逆行するもので

す。 

 以上、新設保育所建設に反対する立場から第５５号議案に反対をいたします。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 討論なしと認めます。 

 これより条例改正３件を順次採決をいたします。 

 議題のうち、まず第５２号議案公益法人等への職員の派遣等に関する条例等の一部を改

正する条例を起立により採決いたします。本案については、原案のとおり決することに賛
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成の諸君の起立を求めます。 

（起立） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 全員起立であります。よって、第５２号議案は原案のとおり可決されました。 

 次に、第５３号議案中間市特別職職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例を起

立により採決をいたします。本案については、原案のとおり決することに賛成の諸君の起

立を求めます。 

（起立） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 全員起立であります。よって、第５３号議案は原案のとおり可決されました。 

 次に、第５５号議案中間市市立保育所設置条例の一部を改正する条例を起立により採決

をいたします。本案については、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起立） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 起立多数であります。よって、第５５号議案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．第５１号議案 

日程第９．第５４号議案 

日程第１０．第５６号議案 

日程第１１．第５７号議案 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第８、第５１号議案から日程第１１、第５７号議案までの条例改正４件を一

括して議題といたします。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 質疑なしと認めます。 

 ただいま議題となっております条例改正４件は、会議規則第３７条第１項の規定により、

それぞれの所管の各常任委員会に付託をいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１２．第６０号議案 

日程第１３．第６１号議案 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第１２、第６０号議案及び日程第１３、第６１号議案の条例制定２件を一括

して議題といたします。 
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 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 質疑なしと認めます。 

 ただいま議題となっております条例制定２件は、会議規則第３７条第１項の規定により、

それぞれの所管の各常任委員会に付託をいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１４．第５８号議案 

日程第１５．第５９号議案 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第１４、第５８号議案及び日程第１５、第５９号議案の市道路線２件を一括

して議題といたします。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 質疑なしと認めます。 

 ただいま議題となっております市道路線２件は、会議規則第３７条第１項の規定により、

所管の建設水道委員会に付託をいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１６．第６３号議案 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第１６、第６３号議案を議題といたします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。大島市長。 

○市長（大島 忠義君）   

 第６３号議案北九州市・中間市合併協議会に関する協議についての提案理由を申し上げ

ます。 

 平成１５年９月４日の住民発議により、有効署名６,６７８名にて北九州市を相手方と

する法定協議会設置請求が市町村の合併の特例に関する法律第４条第１項の規定に基づき

提出をされました。このことにより、翌９月５日に同条第２項の規定に基づき、北九州市

長に対し法定協議会設置について議会に付議するか否かの意見照会をしておりましたが、

北九州市長から１１月２８日付で議会に付議する旨の回答がなされました。このことから、

当該協議会を設置することについて、地方自治法第２５２条の２第３項及び市町村の合併

の特例に関する法律第３条第１項の規定により提出するものであります。 

 なお、合併協議会規約を添付しておりますが、この規約は、北九州市との協議を行い合

併市町村の建設に関する基本的な計画の作成、その他中間市と北九州市の合併に関する協
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議を行うための合併協議会の規約を定めたものであります。 

 その主な内容を申し上げますと、まず第３条では、協議会が行う事務としては、市町村

建設計画を含め中間市と北九州市の合併に関する必要な事務としております。 

 第７条では、合併協議会の委員について規定をしており、委員は、中間市、北九州市の

両市長、両議会の議長及び副議長、両議会の議員のうちそれぞれの議会の議長が指名をす

る者、両市の職員のうち両市長が協議して定める者、また学識経験を有する者を委員とし

て加えることができるとしております。 

 第９条では、協議会の会議についての規定をいたしております。 

 第１０条では、協議会に付議する事案の調整を行うため、協議会に幹事会を置くことと

しております。 

 第１１条では、協議会の事務を処理するため、協議会に事務局を置くこととしておりま

す。 

 第１２条では、協議会の経費の負担については、中間市と北九州市が負担し、負担すべ

き額については両市長が協議して定めるとしています。 

 第１５条では、会長、副会長、委員及び監査委員について報酬及び費用弁償を受けるこ

とができること、またその報酬及び費用の弁償の額並びにその支給方法は会長が定めると

しております。 

 以上、述べましたことが規約の主な内容でございます。よろしくご審議のほどお願いを

申し上げます。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 質疑なしと認めます。 

 ただいま議題となっております第６３号議案は、会議規則第３７条第１項の規定により、

合併促進調査特別委員会に付託をいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１７．第６２号議案 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第１７、第６２号議案を議題といたします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。大島市長。 

○市長（大島 忠義君）   

 第６２号議案中間市が北九州市と合併することについて市民の意思を問う住民投票条例

の制定についての提案理由を申し上げます。 

 中間市の合併問題については、平成１５年６月６日に中間市議会に合併促進調査特別委
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員会が設置をされ、合併問題についての勉強会や中間市による出前講座、シンポジウムを

行ってまいりました。また、一方で住民発議に対する回答が北九州市長から１１月２８日

にあっております。 

 合併をするしないについては、第一義的には住民の代表であります議会の意思が尊重さ

れなければならないと考えておりますが、仮に法定協議会の議論を経て議会の審議の後、

合併をするとなった場合は、中間市の法人格がなくなる、つまり中間市がなくなるという

ことから、議会の意思とは別に住民の意思を問うことも重要であると考えております。こ

のことから、中間市が北九州市と合併することについて市民の意思を問う住民投票条例の

設置についての提案をするものであります。 

 条例の骨子についてご説明申し上げます。 

 まず、第１条の目的でありますが、我が国の地方制度の仕組みは代表民主制であり、市

民の意思は住民の直接選挙によって選ばれた長や議会の議員によって市政に反映されるも

のとなっております。しかしながら、市町村合併は地方公共団体の存立そのものにかかわ

る、本市にとっても重要な事案であると考えております。このことから、中間市が北九州

市と合併することについて、市民の意思を直接確認することを目的として実施しようとす

るものであります。 

 次に、第３条住民投票の執行についてでございますが、住民投票の透明性や公平性の確

保のため、中間市選挙管理委員会に委任することとしております。投票時間、開票手続そ

の他について地方選挙と同様の方法で実施することにより、市民にとっても理解しなじみ

やすい方式で執行できるものと考えています。 

 次に、第４条の投票資格者についてでありますが、投票資格者は、公職選挙法第１９条

に規定する中間市の市議会議員及び町の選挙を行う場合の選挙人名簿に掲載されている有

権者及び満２０歳以上の永住外国人のうち住民投票を希望するものとしております。 

 次に、第６条、住民投票の期日についてでございますが、投票日については、市民の真

の意思を確認するという観点から、第１１条の情報の提供でも述べておりますように、投

票資格者がそれぞれ十分な情報を持った上で投票を行うことが重要と考え、この条例の施

行日以後３０日以上を経過の後に市長が適当と認めた日としております。 

 次に、第１２条の投票運動についてでございますが、住民投票に関する投票運動につい

ては、地方選挙と同様に自由とし、その運動期間は住民投票の期日の前日までとしており

ます。 

 なお、住民投票の目的は、第１条に規定しておりますように市民全体の意思を確認する

ことであり、投票率に関係なく第１３条に基づき開票を行い、その結果を公表するととも

に、第１５条に規定しておりますように、この住民投票の結果が市民全体の意思があらわ

れたものとして当然のことながら厳粛に受けとめなければならないと考えておりますので、

市長に尊重義務を置いたものでございます。 



- 112 - 

 以上、よろしくご審議をお願いを申し上げます。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。久好勝利君。 

○議員（７番 久好 勝利君）   

 この住民投票条例の目的には、市民の意思を確認すると、これが目的だということのよ

うですが、市民の意思を確認するということになってきますと、やはり合併に賛成か反対

かという、この投票率が問題になろうか思います。仮に、投票率が５０％を切るようなこ

とがある場合には、市民の意思を確認するという目的から外れるのではないかと思います

が、そういう点から考えて、他の自治体でもしているように投票率５０％以上の場合に開

票するとか、何らかの５０％条項を入れるべきではないかと思います。 

 それと、もう一つは、公職選挙法での選挙権を有する者が投票に参加できると、その投

票資格者ということになっております。これについても、選挙の場合、議員を選ぶ場合は

長くて参議院で６年ということですけれども、この住民投票で行う合併問題については、

これは一生の問題ですね。そういったことから、年齢をこう、資格をずっと下げて、中学

生以上とかあるいは中には小学５年生以上とか、そういうことをしているところまであり

ますが、この２０歳以上ではなくて年齢をもっと引き下げるべきではないかと、そのよう

に思いますが、この２点について伺いたいと思います。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 大島市長。 

○市長（大島 忠義君）   

 ２点ともいろいろ議論をしたところでございますけれども、今までの投票のやり方を含

めて、先ほどご提案いたしましたようになじみ深いっていいますか、そういった形の中で

考えたところでございますし、他の地方自治体の中でも、中学生まで入れる、そういった

議論もあってるようでございますけれども、今回の中身については普通選挙と同じような

やり方にいたしております。特別委員会等々の中で十分ご議論いただきたいなと、そう思

っております。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ほかに質疑ありませんか。青木孝子さん。 

○議員（６番 青木 孝子君）   

 きょう、資料の中で意見書が出されておりますけれども、その中に「両市の将来につい

ての計画を作成した上で判断が行われるものであるとの考えから」ということであります

が、その将来についての計画作成はどのようになってるのでしょうか。１件はそれだけで

す。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 大島市長。 
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○市長（大島 忠義君）   

 今後、この法定協が設置が承認いただければ、今後その問題も議論がされていくと、そ

ういうふうに考えております。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 青木孝子さん。 

○議員（６番 青木 孝子君）   

 きのうの一般質問の合併問題での一般質問でも出されておりましたけれども、住民への

情報サービスっていうんですか、そういった説明会等々が非常に不十分な中で、こういう

問題が、今の条例が出されておりますけれども、新聞の中にも「市民が判断しやすい時期

を見極めて投票の時期を決めたい」と、こういうふうに書いておりますけれど、大体どの

時期にというふうに考えておるんでしょうか、質問いたします。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 大島市長。 

○市長（大島 忠義君）   

 これも、議会等と十分相談をさしていただきながら、また法定協の中で議論されるであ

ろう中身も含めて考えながら投票の時期を決めさせていただきたいと、そのように考えて

おります。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 久好勝利君。 

○議員（７番 久好 勝利君）   

 先ほどの私の質問に対して、検討はしたが、その方がなじみ深いということを言われま

した。このなじみ深いというのが私にはよくわからないんですが、もう一度はっきりした

答弁をお願いします。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 大島市長。 

○市長（大島 忠義君）   

 ５０％を境にっていう、そういう市町村等々もあるようでございますけれども、どちら

も一長一短あるわけでございまして、むしろすっきりとしたそういうやり方の方がより民

主的だと、そういう判断をしたと、こういうことでございますので、そういった問題も含

めて、先ほど言いましたように特別委員会の中で十分ご議論をいただきたいなと、そう思

っております。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   
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 質疑なしと認めます。 

 ただいま議題となっております第６２号議案は、会議規則第３７条第１項の規定により、

合併促進調査特別委員会に付託をいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１８．請願第３号 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第１８、請願第３号中間市の合併問題を慎重に取り扱うよう求める請願を議

題といたします。 

 趣旨の説明を求めます。山本貴雅君。 

○議員（５番 山本 貴雅君）   

 請願第３号中間市の合併問題を慎重に取り扱うよう求める請願について提案理由の説明

をいたします。 

 請願の趣旨、市町村合併は、そこに住んでいる住民の将来を決める重要な問題です。し

かし、中間市を将来どのようなまちにしていくのか、その実現のためになぜ合併が必要な

のか、現在の中間市ではなぜ実現できないのかがいまだ理解できません。 

 最初は、遠賀郡との合併を目指していた市長が、突如北九州市との合併しかあり得ない

と一方的に合併を宣言し、その相手先まで決定するというのは、住民無視の市政運営と言

わざるを得ません。 

 北九州市は、みずからのホームページで公表しているように、収入の根幹をなす市税の

収入額が政令市中少ない方から２番目であり、財政力指数や自主財源比率も政令市中最下

位であり、財政基盤は極めて脆弱です。借金である市債残高も急激にふえており、平成

１５年度には８,２６１億円になることが予測されるなど、懸念材料がたくさんあります。 

 現在、遠賀郡とは、ごみやし尿、火葬場や養護老人ホームなど多くの事務を広域行政組

合を設立し共同処理を行っています。福岡県も、中島副知事がわざわざ中間市にまで出向

き、今は単独で行政を行い、将来的に合併するのであれば、一体的な関係にある遠賀郡と

合併するよう指導されました。このことも十分検討するべきです。 

 合併は、中間市が都市として４５年間市民とともにつくり上げた自治権を放棄するもの

であり、ある意味でふるさと中間をなくすものです。私たち約５万人の将来を決める重大

な選択となります。市民に行政が持っているあらゆる情報を開示し、後悔しない判断を市

民ができるように時間をかけて十分議論し、最終的には住民の意向を表明できる機会を与

えていただけるようお願いいたします。 

 請願事項、一、なぜ、現在のままの単独では基礎的自治体としてやっていけないのか。

合併すればどういうメリット、デメリットがあるのか、その結果どういう自治体になるの

かなどを相手先自治体ごとに詳しく検討するため、住民参加型の合併検討委員会を設置す

ること。一、行政の持っている情報をすべて開示し、最低でも各町内会単位で住民説明会
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を中間市が責任を持って開催すること。一、合併するのかしないのか、するとするならど

ことするのかの最終選択権を市民に保障すること。 

 以上、ご賛同いただきますようお願いいたしまして、提案理由の説明とします。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 質疑なしと認めます。 

 ただいま議題となっております請願第３号は、会議規則第３７条第１項の規定により、

合併促進調査特別委員会に付託をいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１９．請願第４号 

○議長（杉原 茂雄君）   

 次に、日程第１９、請願第４号国民健康保険税引き上げの中止を求める請願を議題とい

たします。 

 趣旨の説明を求めます。久好勝利君。 

○議員（７番 久好 勝利君）   

 国民健康保険税引き上げの中止を求める請願について提案理由の説明を行います。 

 請願は、全日本年金者組合中遠支部中間分会、中間・遠賀民主商工会、福岡県建設労働

組合中間分会、企業組合北九州・遠賀・中間中高年事業団中間支店、建交労福岡県本部八

幡支部、暴力をなくす中間市民会議、新日本婦人の会中間支部、以上七つの団体から提出

されたものです。 

 国保財政の赤字を理由に市長は国保税の引き上げを中間市国民健康保険運営協議会に諮

問し、国保運営協議会は保険税の税率改定を答申しました。 

 国保税は、加入する世帯の所得額に応じて賦課する所得割、加入者一人当たりに賦課す

る均等割、加入者の世帯当たりに賦課する平等割で課税されます。答申の内容では、所得

割の税率は現行１１％、これは県下最高なのでこれ以上の引き上げはせず、均等割は現行

１万６,０００円を２万円に、平等割は現行２万１,０００円を２万４,０００円に引き上

げるとのことです。この１２月議会には、均等割と平等割を答申どおりに引き上げる条例

改定が提案されていますが、率からすれば所得の低い世帯の負担が大幅にふえることにな

ります。 

 ことし４月から、公的年金特別控除の廃止に伴って、年金生活者の国保税が１万

８,７００円引き上げられました。さらには、介護保険料の引き上げ、病院での窓口負担

がふえる中、年金は引き下げられました。 

 １０月の２１日と２２日に福岡県社会保障推進協議会が県内各地で医療、国保、介護の
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問題で電話相談を受けていますが、「生活が苦しくて保険料を滞納してしまい、どうして

いいかわからない」あるいは「保険料と医療費が大変」、「貯金を食いつぶしているがも

う限界」など深刻な相談が数多く寄せられています。 

 昨日の一般質問で市立病院の患者減を問われた市長の答弁の中には、「医療費あるいは

保険料の増大に伴って患者が減っている」という回答が行われておりますが、これ以上の

負担増はますます病院にかかれない人をふやし、病気の重症化を招き、医療費を増大させ

ることになります。また、払いたくても払えないほど高い国保税が滞納世帯をつくってき

ました。これ以上の国保税の引き上げは、現在６億にもなる滞納額をさらにふやすことに

なります。 

 国民健康保険財政改善のためには、医療保険への国庫負担をふやすことと予防医療、老

人保健事業の充実によって市民の健康を守り、医療費を引き下げることなどありますが、

当面は一般会計からの繰入額をふやし、市立病院で使う薬をジェネリック医薬品へ積極的

に切りかえて医療費を減らすことです。 

 以上の趣旨から、請願は国民健康保険税の引き上げをしないことを求めるものでありま

す。ご賛同いただきますようよろしくお願いいたしまして、提案理由の説明を終わります。 

○議長（杉原 茂雄君）   

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉原 茂雄君）   

 質疑なしと認めます。 

 ただいま議題となっております請願第４号は、会議規則第３７条第１項の規定により、

所管の民生経済委員会に付託をいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２０．会議録署名議員の指名 

○議長（杉原 茂雄君）   

 これより日程第２０、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第７６条の規定により、議長において中家多恵子さ

ん及び井上太一君を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（杉原 茂雄君）   

 以上で本日の日程はすべて終了いたしましたので、本日はこれにて散会をいたします。 

午前10時35分散会 

────────────────────────────── 
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